
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法
号
授
与
者
は
当

日
９
時
か
ら
の
研
修

会
に
参
加
し
て
頂
き

ま
す
。
費
用
は
総
額
で

３
万
円
で
す
。（
お
会
式

の
参
加
費
、
記
念
の
刺
繍

入
り
和
袈
裟
、
記
念
数

珠
、
一
式
を 

含
み
ま
す
。） 

  

10
月
22
日
（日
） 

 11
時 

『
お
会
式
』
日
蓮
聖
人
第
742
遠
忌
法
要 

 

『
第
21

回
法
号
授
与
式
』 

12
時 

お
と
き 

 
 

  

報
恩
料 

お
一
人
３
千
円
（
含 

お
と
き
料
） 

  

◆
お
会
式
は
予
約
制
、
当

日
払
い
の
会
費
制
で
す
。

申
込
は
準
備
の
都
合
上 

10
月
10
日
（
火
）
ま
で
に

同
封
の
申
込
書
で
代
表
者

名
と
人
数
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
。 

◆
お
明
し
、
野
菜
、
秋
奉

加
米
等
の
奉
納
歓
迎
で
す 

 

日
蓮
聖
人
第
七
四
二
遠
忌

お

ん

き 

戒
名
は
生
前
に
つ
け
る
の
が
本
来
で
す
。
戒
名
を

い
た
だ
い
て
、
そ
の
後
の
人
生
を
戒
め
て
生
き
て
い

く
意
味
が
あ
り
ま
す
。
日
蓮
宗
で
は
法
号(

ほ
う
ご

う)

と
い
い
、
妙
光
寺
で
は
毎
年
の
「
お
会
式
」
に
併

せ
『
法
号
授
与
式
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通
算
で
今

年
21
回
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
280
人
以
上
の
方

が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

ご
希
望
の
方
、
考
え
て
み
た
い
と
い
う
方
は
、 

９
月
30
日
ま
で
に
同
封
申
込
書
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
折
り
返
し
申
込
資
料
を
お
届
け
し
ま
す
。
体

調
不
良
等
で
当
日
の
出
席
が
無
理
な
方
に
も
対
応

し
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
生
前
法
号
の
授
与 
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妙
光
寺
の
宗
派
日
蓮
宗
を

開
か
れ
た
日
蓮
聖
人
は
、
弘

安
5
年
10
月
13
日
に
ご
入

滅
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
742
年

目
に
当
た
り
『
お
会
式
』
と
呼

ば
れ
る
ご
命
日
の
法
要
を
修

し
ま
す
。
併
せ
て
生
前
に
戒

名
を
お
つ
け
す
る
『
法
号
授

与
式
』
も
あ
り
ま
す
。
ど
な
た

で
も
お
誘
い
合
わ
せ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

 

え

し

き 

 

ほ

う

ご

う 

※
午
後
か
ら
の
浄
土
講
座
に
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い 

 


